
稲
森
　
彦
博
さ
ん

（
伊
賀
市
音
羽
）

　
父
は
サ
イ
パ
ン
で

戦
死
し
ま
し
た
。

　
母
も
早
く
に
亡
く

し
ま
し
た
。
私
が
13
歳
の
時
、
母
の
初
盆

の
日
に
父
の
戦
死
公
報
が
届
き
ま
し
た
。

　
祖
母
と
き
ょ
う
だ
い
３
人
で
親
戚
に
助

け
て
も
ら
い
な
が
ら
生
活
し
ま
し
た
が
、

大
変
難
儀
し
ま
し
た
。

奥
野
　
忠
彦
さ
ん

（
伊
賀
市
音
羽
）

　
私
が
ま
だ
母
親
の

お
な
か
の
中
に
居
る

時
に
父
は
出
征
し
ま

し
た
。

　

祖
父
も
早
く
に
亡
く
し
て
い
た
の
で
、

貧
し
く
辛
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
先
生
に
頼
ん
で
姉
と
学
校
を
休
ん
で
農

作
業
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
し
な
け
れ
ば
生
活
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

川
本
　
真
澄
さ
ん

（
伊
賀
市
古
郡
）

　
８
月
８
日
、
空
襲

の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

ま
し
た
。
神
戸
小
学

校
の
運
動
場
周
辺
に
防
空
壕
が
あ
り
、
避

難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
伊
賀
神
戸

方
面
か
ら
木
津
川
沿
い
を「
バ
リ
バ
リ
ッ
」

と
大
き
な
音
を
立
て
て
、
戦
闘
機
が
超
低

空
飛
行
で
飛
ん
で
い
て
、
操
縦
士
の
顔
が

見
え
ま
し
た
。

服
部
　
竹
司
さ
ん

（
伊
賀
市
西
高
倉
）

　
父
が
戦
死
し
て
い

た
た
め
、
履
歴
書
の

父
親
の
欄
を
空
欄
で

出
し
ま
し
た
が
、
あ
え
て
戦
死
と
答
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
両
親
が
揃
っ
て

い
な
い
と
就
職
差
別
を
受
け
、
採
用
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
の
平
和
が
ど
れ
だ
け
素
晴
ら
し
い
こ

と
か
、
若
い
人
に
は
理
解
し
て
ほ
し
い
。

福
森
　
千
恵
子
さ
ん

（
伊
賀
市
古
山
界
外
）

　
父
は
私
が
３
歳
の

時
に
出
征
し
、
９
歳

の
頃
に
長
江
の
上
流

で
魚
雷
を
受
け
て
戦
死
し
ま
し
た
。

　
慰
霊
親
善
訪
問
で
漢
口
に
行
き
、
慰
霊

祭
を
行
い
ま
し
た
。
慰
霊
祭
の
時
、「
お

父
さ
ん
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
途
端
、

泣
き
崩
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

福
森
　
昌
生
さ
ん

（
伊
賀
市
依
那
具
）

　

大
阪
や
京
都
か

ら
、
闇
米
の
買
い
出

し
に
伊
賀
に
来
て
い

た
人
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
鉄
道
に
検
閲
が
入
る
と
闇
米
は
没
収
さ

れ
る
の
で
、
伊
賀
線
の
途
中
で
、
窓
か
ら

米
袋
を
落
と
し
て
お
い
て
、
あ
と
か
ら
歩

い
て
回
収
に
来
て
い
ま
し
た
。

戦
後
80
年

平
和
へ
の
思
い
を
紡
ぐ

特集

　
太
平
洋
戦
争
（
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
）
終
結
か
ら

80
年
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
多
く
な
り
、
ま
た
、

戦
争
の
体
験
を
聞
く
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
伊
賀
市
史
な
ど
の
資
料
か
ら
戦
争

の
記
憶
を
た
ど
り
、平
和
の
思
い
を
紡
い
で
い
き
ま
す
。

①
臨
時
召
集
令
状
（
出
典
：
伊
賀
市
戦
争
資
料
館
）

②
兵
士
が
身
に
つ
け
て
い
た
千
人
針
（
出
典
：
伊
賀
市
戦

争
資
料
館
）

③
海
軍
伊
賀
上
野
航
空
基
地
（
出
典
：
田
畑
孝
一
「
伊
賀

の
軍
事
施
設
と
戦
災
」）

1931（昭和６）年　満州事変勃発

1937（昭和 12）年　盧
ろ

溝
こう

橋
きょう

事件　日本と中国の間で戦闘が激化
　伊賀地域出身兵士の多くが入隊していた歩兵第 33 連隊（久居）は、徐州会戦や漢
口攻略作戦などに従軍しました。満州事変以降の日中間の戦いで約 300 人が亡くな
り、特に徐州や漢口の戦いで多くの戦死者を出しました。

1941（昭和 16）年 12 月８日　真珠湾攻撃　アメリカと戦闘状態に入る
　真珠湾攻撃以降、太平洋戦争では中国やフィリピンなどのアジア諸国や太平洋の
島々にわたって戦線が拡大しました。伊賀地域出身兵士も 3,000 人近くが戦病死し
ています。亡くなった戦地で最も多いのはフィリピンで 24.7％、次いでインド・ビ
ルマ（ミャンマー）が 20.3％、中国が 14.8％となっています。他でもアジア・太平
洋の島々や満州、シベリアでもたくさんの人が亡くなりました。

1942（昭和 17）年４月 18 日　アメリカ軍による日本本土攻撃
　ドーリットル空襲により伊賀上野で初の空襲警報が出されました。

1943（昭和 18）年　伊賀上野への海軍航空基地建設が計画される
　ドーリットル空襲や戦況の悪化により、伊賀上野に海軍航空基地の建設が計画され
ました（左ページ③）。1943（昭和 18）年 10 月から、掩

えん
体
たい

壕
ごう

（飛行機を爆撃から
守る壕）や横穴トンネルの掘削作業が進められました。飛行場の整地や周辺整備は伊
賀地域の住民の勤労奉仕によって 1945 年５月頃まで行われました。５月には滑走
路が使用できるようになり、第 1001 海軍航空隊（雁

かり
部隊）が着任しました。この

航空隊は名古屋、四日市などで製作された航空機を各地に輸送する任務に就いていま
した。

1944（昭和 19）年３月　インパール作戦
　日本軍はインドの都市インパールを攻略するため、３つの師団を繰り出しました。
補給物資を人力や牛で運ぶしかなかった日本軍に対して、イギリス・インドの連合軍
は日本軍を引き込んでから反撃するという作戦で対抗したため、補給が続かなくなり
ました。撤退を始めた将兵は病や飢えで次々に倒れ、「白骨街道」と呼ばれる程の惨
状でした。伊賀地域から出征した兵士のインド・ビルマ方面での戦死者の多くは、こ
のインパール作戦に従事した兵士でした。

1944（昭和 19）年 10 月　レイテ島の戦い
　1944（昭和 19）年９月、日本の占領下にあったフィリピンの奪回をめざす連合
国軍との戦いにおいて、歩兵第 33 連隊はフィリピン中部のレイテ島に派遣され、防
衛を担当することになりました。レイテ島に集結していた部隊は、歩兵第９連隊、野
砲兵第 22 連隊、工兵第 16 連隊などで、その隊のいずれも伊賀地域出身兵士が多く
従軍していました。第 33 連隊は 10 月 20 日に上陸してきたアメリカ軍と激しい戦
闘を繰り広げますが、12 月までにほぼ壊滅することとなりました。

1945（昭和 20）年８月６日　午前８時 15 分　広島市への原子爆弾の投下

1945（昭和 20）年８月８日　午前 10 時　伊賀線への機銃掃射
　近畿日本鉄道「伊賀線」上野市行き２両編成の車両が、比自岐川にかかる鉄橋に差
し掛かったとき、米軍艦載機が上林駅方面から低空飛行で飛来して、走行車両に向け
機銃掃射を行いました。機銃弾は列車を斜めに横断するように撃ち抜いたと言われて
います。女性の車掌を含む 12 人が死亡、23 人の重軽傷者が出ました。この日の１
時間前には美旗駅でも機銃掃射がありました。また、12 日前の７月 27 日には、依
那古国民学校に 25kg 爆弾が投下され、この爆撃では人的被害はありませんでしたが、
校舎は大きな被害を受けました。

1945（昭和 20）年８月９日　午前 11 時２分　長崎市への原子爆弾の投下

1945（昭和 20）年８月 15 日　終戦

戦
争
の
記
録
と
伊
賀
地
域
関
連
の
で
き
ご
と

　市では、「再び戦争の惨劇を繰り返さない」という思いから、平成 17
年に「非核平和都市」を宣言し、平成 20 年からは「平和首長会議」に
加盟しています。
　また、伊賀市となった平成 17 年から、市内の中学生を広島平和記念
式典に派遣し、戦争や核兵器の悲惨さ、平和の尊さを学び、考え、そし
て思いを伝える活動を続けてきました。
　戦争の証言からも、戦争の悲惨さ、平和の尊さを実感することができ
ると思います。戦争は最大の人権侵害です。私たち一人ひとりの生命・
財産・自由を守るために、平和の思いを紡いでいきましょう。

平和の思いを引き継いで、次の世代に紡いでいくために

③ ①

②
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